
 

第2章  空間のベクトル（9）  

Ｂ  平面ABC上の点の位置ベクトル  

a⃗ 、b⃗ が，平行でなく，零ベクトルでないとき，この2つのベクトルによって，1つの平面αが決

定する。この平面α上の任意のベクトルp⃗ は，a⃗ 、b⃗ 用いて 

p⃗ ＝sa⃗ ＋ｔb⃗  

の形で一意的に表すことができる。 

 

 

 

 

 

 

  平面α 

＜例19＞3点Ａ、Ｂ、Ｃで決定する平面上に点Ｐがあるとき、OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝a⃗ 、OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝b⃗ 、OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝c  と

して、ベクトルOP⃗⃗⃗⃗  ⃗をa⃗ 、b⃗ 、c で表せ。 

CP⃗⃗ ⃗⃗ ＝sCA⃗⃗⃗⃗  ⃗＋ｔCB⃗⃗⃗⃗  ⃗ 

となる実数s、ｔがある。これより、 

OP⃗⃗⃗⃗  ⃗－OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝ｓ（OA⃗⃗⃗⃗  ⃗－OC⃗⃗⃗⃗  ⃗）＋ｔ（OB⃗⃗⃗⃗  ⃗－OC⃗⃗⃗⃗  ⃗） 

∴OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＋ｓOA⃗⃗⃗⃗  ⃗－ｓOC⃗⃗⃗⃗  ⃗＋ｔOB⃗⃗⃗⃗  ⃗－ｔOC⃗⃗⃗⃗  ⃗ 

     ＝𝑐 ＋ｓ𝑎 －ｓ𝑐 ＋ｔ𝑏⃗ －ｔc  

       ＝ｓ𝑎 ＋ｔ𝑏⃗ ＋(1－ｓ－ｔ) 

ここで、1－ｓ－ｔ＝uとおくと、OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝sa⃗ ＋ｔb⃗ ＋uc  

点Ｐが、平面ＡＢＣ上にある条件は、 

OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝sa⃗ ＋ｔb⃗ ＋uc 、 

ただし、ｓ＋ｔ＋u＝１ 

（参考）OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝sa⃗ ＋ｔb⃗ 、ｓ＋ｔ＝１ のとき、点Pはどこにあるか？ 直線AB上   
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＜例20＞ 平行六面体で、OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝a⃗ 、OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝b⃗ 、OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝c とする。辺DGの延長上に、DG＝GHと

なるように点Hをとる。直線OHと平面ABCの交点をLとするとき、ベクトルOL⃗⃗⃗⃗  ⃗をa⃗ 、b⃗ 、c で表

せ。 

 

OH⃗⃗ ⃗⃗  ⃗＝a⃗ ＋b⃗ ＋2c  

3点Ｏ、Ｌ、Ｈは一直線上にあるので、 

OL⃗⃗⃗⃗  ⃗＝kOH⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ 

とおける。 

OL⃗⃗⃗⃗  ⃗＝k（a⃗ ＋b⃗ ＋2c ）＝ka⃗ ＋kb⃗ ＋2kc  

点Ｌは、平面ＡＢＣ上の点より、 
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演習5 四面体ＯＡＢＣにおいて、辺ＯＡの中点をＭ、辺ＢＣを１：２に内分する点をＱ、線

分ＭＱの中点をＲとして、直線ＯＲと平面ＡＢＣの交点をＰとする。OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝a⃗ 、OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝b⃗ 、OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝c と

して、ベクトルOP⃗⃗⃗⃗  ⃗をa⃗ 、b⃗ 、c で表せ。 
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3点Ｏ、Ｒ、Ｐは一直線上にあるので、 

OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝kOR⃗⃗⃗⃗  ⃗ 

とおける。 
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点Pは、平面ＡＢＣ上の点より、 
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